
Japan Society of Histochemistry and Cytochemistry (JSHC)

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Histoohemistry 　and 　Cytoohemistry 　（JSHC ｝

R − c ・一一15

ア ル ギ ニ ン 大量 投与 に よ る 膵壊死 の 電 顕細胞

化学的研 究

　　河村純夫 、水沼俊美 ， 岸野泰雄

　　 （徳 島大
’一医 ・実幾栄 養 ）

H − C 一鳩

ア リザ リ ン を用 い る タ リウ ム 〔皿）の 染色 に つ い

て
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　L 一
ア ル ギ ニ ン を ラ ッ トに大量投与 し、撰

択 的 に 膵腺房細胞 の 変 性、壊死 を起 こ さ せ る

こ と を見 い 出 し、・そ の 初期に おけ る G6Pase

活性 の 変化 を 電 顕 的 に 観察 し た 。

〈実験方法＞　L 一ア ル ギニ ン 塩 酸塩 を生食水

に 溶 解、、5GG7 π
！レ
F
憩 O　fl体 重 を Wistar 系雄iラ ッ

トの 複控 内 に 注射 した 。注射 24，48，72 時間

後 に 屠 殺 、騨組 織の電顕的お よび G6Pase の

耄顕縞鞄化学 的検索を 行 っ た
。

〈結果：
』
〉 　 し

一
ア ノL・ギ ニ ン 投与 後 24，48 時聞 で

は 、小 葉 を形 成す る膵腺 房細 胞 は 種 々 の 段 階

の崩貘過程 を 示 し た二。 初期 に は   小胞体 の嚢

極状 の 拡丸 1、核質 は 集合 し，均質 性 の 高 密度

物質 の 塊 と 穩 り tS 光顕 で み られ た 核濃縮 に 相

当 し た、、G δPase 活性 は 。 そ れ ら拡大 した小

抱体 とか断 裂 した 核膜 に も
一致 して 認 め られ

tこ 。　時 に二1ま・、focal　c：ジtoP ｝as ∬ 1［ic　degr−　 adaw
”

鵬 n の像を 認 め、崩堙 L沈 膜様構造物を含 ん

で い た．が （36P 譌 e 活
．
［9三は み ら れ な か っ だ。

病 変 の 進行 に よ り，，細胞 内 に 脂 肪滴 の 出現 を

み た 。 ミ   ：T ン ドリア は 比較的長 くそ の 構 造

を保 持 し、 ぼ た小葉 を と りま く線維芽細胞 の

増 殖 をみ た o 以 一ヒ，ア ル ギ ニ ン 大 量投 与 に ょ

る腺房緇 胞 の 変 唯
・漉死 の 発 生 機構 と して 小

胞 体 と核 の 変 化 を 中心 に 考察 した 。

　核医学の 分野で ，放射性同位元素で ある タ

リウム （TD が、甲状腺 や乳腺 の 腫瘍に対 して

腫瘍親和性を もつ 事はよ く知 られて い る
ρ 筆

者 らは 甲状腺癌に取 り込まれ た Tiの 局 在 性を

明 らか に する目的で ，Tl の 組織化学 的な染色

方法を 開発 し．ようと した 。
「
Flα）染色法 は ビ ス

マ ス 塩を用 い る方法が知 られ て い る が ，感度

が低 く実用
II

生に 乏 しい も の だ っ た 。感度 の 高

い キ レ
ート剤を見 い だ す た め に ，0．05 モ ル

濃度 の 酢酸 タ リ ウ ム 髑 を ラ ッ トの 肝に 注 入

した 切片 を作製 し， 各種の キ レ
ー ト剤の 染色

性を調べ た結果，ア リザ リン が T ！の 染色 に適

して い る事が知 られ ／：。 ア リザ リ ン は水 に 不

溶 な の で 少量 の ジ メ チ ル ス ル ホ オ キ シ ド と ア

ル カ リを用 い て 溶解 し，大量 の 水で 希釈 して

染色液 と した 。
こ の 染色液に 前述 の 切 片を浸

漬する と
，
Tl は暗赤色 に 染色され た 。妨害元

素 を調 べ る た め lc　18種 の 金属を同 じ染色 液 で

染色 した 結栗，ガ リ ウ ム 、鋼 ，
ア ル ミ，鉄が

妨害 した ．ア ル ミは ピ ロ リ ン 酸塩で ，銅は K

GN の 添加で マ ス ク され た 。 ま た 鉄 とガ IJ ウ

ム は ク ロ ム ア ズ ロ
ール B で 分別が可 能で あ っ

た 。T レ
ー

ア リ ザ リン 錯 体は 吸光度が経時 的 に

低下す る た め，感度 を上げる た め に は錯体 の

安定 性 の 改善が必 要 で あ る事が知 られ た 。
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